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Ⅰ. 問題と目的 

 

文部科学省（2011）は特別支援学校における学習評価について、基本的に小・中・高等学

校における学習評価の考え方と変わらないが、実際の学習評価に当たっては、児童生徒の障

害の状態等を十分理解し、児童生徒一人一人の学習状況を一層丁寧に把握する工夫が求めら

れるとしている。しかし、障害のある児童生徒の学習評価については多くの教師が困難さを

感じているとの報告がある（野崎・川住, 2012）。文部科学省が示す通り障害のある児童生徒

の学習評価のためには、通常学校で求められる専門性に加え、障害に関する知識や障害特性

に応じた教育的対応等といった専門性が求められるためだと考えられる。また、特別支援教

育において学力を指標として評価することの困難さが指摘されており、学力以外の指標を用

いた障害児の学習評価についての研究が求められている（小原・權・韓, 2014）。 

韓・小原・上月（2014）は特別支援教育における生活の質（Quality of Life: QOL）の観

点を用いて科学的に開発された評価尺度の必要性を指摘し、特別支援教育の現場において授

業成果を評価するための尺度として特別支援教育成果評価尺度（Special Needs Education 

Assessment Tool: SNEAT）を開発した。また、先行研究の中で尺度の信頼性・妥当性が検証

されている（Kohara, Han, Zamami et al., 2014; Kohara, Han, Kwon et al., 2015）。SNEAT

は体の健康、心の健康、社会生活機能の 3 領域 11 項目からなる尺度である。項目の評価は 5

～1 の 5 件法（5:非常に、4:かなり、3:多少は、2:少しだけ、1:ほとんどない）で行う。SNEAT

は QOL の観点を取り入れ、障害児に対する教育成果を客観的に測定できる尺度として設計

されている。SNEAT は障害児全般に対してその教育成果を測定可能な尺度であるが、先行

研究の中では、障害種の違いが授業成果の評価に影響を与えることが示唆されている

（Kohara, Han, Kwon et al., 2015）。しかし、授業の対象となる児童の障害種の違いに関す

る分析は行われていないため、障害種の違いによる授業成果への影響について具体的なこと

Received 

December 30, 2016 

 

Accepted 

January 23, 2017 

 

Published 

February 28, 2017 

 



 
Total Rehabilitation Research, VOL.4 25-33 

 

 
26 

は明らかにはなっていない。また、SNEAT は特別支援教育における授業成果の測定する科

学的な手法で開発された尺度がほとんど見られないという問題意識を基に開発された尺度で

あるが、その使用例及びデータに関する報告は未だ多くはない（Han, Kohara & Kohzuki, 

2015; Han & Kohara, 2016）。 

そこで、本研究では SNEAT を使用して知的障害及び重複障害児に対する授業成果を測定

した事例の分析を通して知的障害児及び重複障害児に対する授業成果に影響を与える要因を

明らかにすることを目的とする。また、SNEAT の構成領域である体の健康及び心の健康に

着目して影響要因を分析することによって、知的障害児及び重複障害児の心理・生理・病理

に影響を与える要因についても明らかする。 

 

Ⅱ. 方法 

 

1. データ収集 

本研究は、沖縄県内 11 か所の特別支援学校の授業担当者 113 名を対象に行われた。SNEAT

の実施にあたっては、学校長の同意を得た後に、全教員に対する説明会を実施し同意を得た

教員に対して実施した。その後、SNEAT のマニュアル及び質問紙をファイリングし同意を

得た教員 113 名に対して SNEAT を配布した。113 名の中、欠損値のあるデータを除外した

ところ、4 回の調査に全て回答した者は 91 名（男性 31 名、女性 60 名）となった。実施期間

は 2014 年 10 月から 11 月及び 2015 年 6～7 月であり、SNEAT を使用した授業は週 1 回、

4 週間実施した。 

 

2. 質問紙 

1) Special Needs Education Assessment Tool(SNEAT) 

特別支援教育の授業成果の測定には、韓・小原・上月（2014）によって開発された「特別

支援教育成果評価尺度（SNEAT）」を使用した。SNEAT は「体の健康」、「心の健康」、「社会

生活機能」の 3 領域 11 項目で構成され、「体の健康」及び「心の健康」が 35 点、「社会生活

機能」が 30 点の合計 100 点である。全ての対象者は、SNEAT の使用方法を熟知したうえ、

授業観察直後、質問紙に記入するようにした。 

 

2) 基本属性 

SNEAT を使用する授業内容と授業対象となる子ども及び授業評価者の教師の基本属性に

関するフェースシートを添付した。授業対象の子どもについては、学年（小学部、中学部、

高等部）、性別、障害種（知的障害、重複障害）、医療的ケアの有無について記入するように

した。一方、授業評価者の教師については、年齢、性別、通算教職経験年数（以下、通算年

数）、特別支援学校の教職経験年数、特別支援学校教論免許状の有無、自立活動専門科目（以

下、自活専科）の教職経験年数について記入するようにした。 

 

3. 統計分析 

全ての基本属性は、平均±標準偏差で表した。分析には、縦断データに基づいた潜在成長曲

線分析にてモデルの適合度を検証した。体の健康と心の健康領域得点における統計分析は、
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独立した t 検定を使用した。本研究の主要な目的は、SNEAT による心理・生理・病理の経時

的変化を検討するとともに、その変化に関連する要因を明らかにすることである。従って、

4 回の調査における SNEAT の「体の健康」（生理・病理面）領域と「心の健康」（心理面）領

域の得点をもとにそれぞれ潜在成長曲線分析を行い、得点の変化に一定の傾向が認められる

かを検討した。分析においては、基本属性に該当する全ての要因を説明変数として含めた。

通算教職経験年数と特別支援経験年数については年数を月数に換算し、またその月数を中央

値以上と以下の 2 値に変換して分析を行った。モデルの適合度については、カイニ乗検定値、

自由度、CFI、TLI、RMSEA を用いた。CFI と TLI は 0.90 以上の値をとっており、値が大

きいほど良いモデルである。RMSEA は 0.05 よりも小さければ良い適合を、0.1 よりも大き

ければ悪い適合を表す。全ての分析は、SPSS18.0 for Windows 及び AMOS18.0 for Windows

を用いた。 

 

Ⅲ. 結果 

 

1. 調査対象者の基本属性 

授業対象者および授業評価者の基本属性に関して、表 1 に示す。授業対象者である子ども

の基本属性をみると、小学部が最も多く、46.2%を占めていた。また、男児が 67.0%を占め

て、知的障害は 67.0%を占めていた。医療的ケアの有無をみると、有りが 78.0%を占めてい

た。教員の基本属性をみると、女性教員が多く、65.9%を占めていた。また、特別支援学校教

論免許状保有者が多く、78.0%を占めていた（表 1-a, b）。 

 

表 1-a 子ども及び教員の基本属性 

子どもの基本属性 
(n=91) 

学部, n(%) 
 小学部 42(46.2) 

 中学部 28(30.8) 
 高等部 21(23.1) 

性別, n(%) 
 男児 61(67.0) 
 女児 30(33.0) 

障害種, n(%) 
 知的障害 61(67.0) 
 重複障害 30(33.0) 

医療的ケア, n(%) 
 有 74(81.3) 
 無 17(18.7) 
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表 1-b 子ども及び教員の基本属性 

教員の基本属性 
(n=91) 

年齢, mean±SD 39.72 ± 8.85 
性別, n(%) 

 男性 31(34.1) 
 女性 60(65.9) 

通算教職経験年数(月), mean±SD 175.6 ± 104.9 
特別支援経験年数(月), mean±SD 144.8 ± 100.7 
免許保有の有無, n(%) 

 有 71(78.0) 
 無 20(22.0) 

自活専科経験年数, mean±SD 7.43 ± 24.2 

 

 

2. 心理・生理・病理の経時的変化 

図 1 は、知的・重複障害児の体の健康領域点数、心の健康領域点数を表している。体の健

康が 16.8 点、17.9 点、18.1 点、18.6 点と推移し、心の健康が 22.2 点、23.0 点、23.1 点、

23.6 点であった。独立した t 検定の結果、全ての時点において心の健康の得点は体の健康の

得点に比べ有意に高かった（* p<0.01）。 

 

図 1 体の健康および心の健康の得点比較 

 

 

3. 心理・生理・病理に関連する影響要因 

まず、体の健康の領域において「子ども学部」、「免許保有の有無」、「通算年数」、「教師性

別」をもとに潜在成長曲線分析を行った結果、線形モデルにおいて高い適合度が得られた（カ

イニ乗値=20.57、自由度＝17、CFI＝0.99、TLI＝0.97、RMSEA＝0.04）（図 1）。子ども学

部、免許保有の有無、通算年数、教師性別は、授業評価による生理・病理面の変化に影響を



 
Total Rehabilitation Research, VOL.4 25-33 

 

 
29 

与えていることが明らかになった。次に、心の健康の領域において「子ども学部」、「免許保

有の有無」、「通算年数」、「教師性別」をもとに潜在成長曲線分析を行った結果、線形モデル

において非常に高い適合度が得られた（カイニ乗値=17.15、自由度＝17、CFI＝1.00、TLI＝

1.00、RMSEA＝0.01）（図 2）。子ども学部、免許保有の有無、通算年数、教師性別は、授業

評価による心理面の変化においても影響を与えていることが明らかになった。 

 

 

 

 

一方、「子ども学部」、「免許保有の有無」、「通算年数」、「自活専科経験年数」をもとに潜在

成長曲線分析を行った結果、体の健康の領域においても心の健康の領域においてもモデルの

適合度はどちらも良好であった。また、「子ども学部」、「免許保有の有無」、「通算年数」、「医

療的ケア」の変数をもとに潜在成長曲線分析を行った結果、体の健康の領域においても心の

健康の領域においてもモデルの適合度は良好であった（表 2）。 

 

表 2 「自活専科経験年数」と「医療的ケア」を説明変数とした潜在成長曲線モデル 

 

「子ども学部」、「免許保有の有無」、

「通算年数」、「自活専科経験年数」 
「子ども学部」、「免許保有の有

無」、「通算年数」、「医療的ケア」 

体の健康 心の健康 体の健康 心の健康 

カイニ乗値 18.86 23.31 22.73 26.40 

自由度 17 17 17 17 

CFI 0.98 0.98 0.98 0.97 

TLI 0.96 0.95 0.96 0.93 

RMSEA 0.07 0.05 0.05 0.06 

 

図 2 「体の健康」得点の潜在成長曲線を予測する変数 図 3 「心の健康」得点の潜在成長曲線を予測する変数 
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Ⅳ. 考察 
 

本研究では、知的障害児および重複障害児に対して SNEAT を実施することで、授業成果

に影響を与える要因を明らかにし、また、心理・生理・病理に影響を与える要因を明らかに

することを目的とした。 

まず、心理・生理・病理に関する経時的な変化に関しては、全ての時点において心の健康

の得点が体の健康の得点より有意に高かった。また、体の健康を予測する変数として子ども

学部、免許保有の有無、通算年数、教師性別による適合度が最も高かった。これらの変数は、

心の健康においても同様の高い適合度を示した。Kohara, Han, Kwon et al.（2015）の報告

では、障害種の違いは授業成果の評価に影響をもたらす変数であるものの、具体的な障害種

に対する授業成果の評価についてはまだ明らかになっていない。一方、Kwon, Hama &  

Kohara（2016）は、重複障害児・肢体不自由児・病弱児において医療的ケアの有無による心

理・生理・病理の違いがあると報告している。しかしながらこの結果は知的障害児を対象と

しておらず、また各障害別に検討されていないため、重複障害児に対する影響についても明

らかになったとは言えない。本研究において知的・重複障害児に対して子ども学部、免許保

有の有無、通算年数、医療的ケアをもとに分析した結果、心理面において生理・病理面より

良い結果は得られなかった。身体的健康から精神的健康への縦断的な因果関係はみられない

が、精神的健康から身体的健康へは一方的な因果関係がある可能性が報告されていることか

ら（LIU, Hoshi & Takahashi, 2007）、障害児においても医療的ケアを実施する場合は、本人

の意向または満足度のような主観的健康観を重視し、その個別特性に応じた健康支援が必要

であると考えられる。 

SNEAT は QOL の観点から障害児に対する授業成果を包括的に測定する尺度であるが、本

研究においては SNEAT を用いて知的・重複障害児の心理・生理・病理面に対する授業成果

を評価することができた。まず、心理面における授業成果は、生理・病理面における授業成

果よりも統計学的に高かった。これは、Kohara, Han, Kwon et al.（2015）の報告とも一致

している。また、上述したように知的・重複障害児の心理面において最も影響を与えた要因

は、子ども学部、免許保有の有無、通算年数、教師性別であることが明らかになり、この結

果は生理・病理面においても同様な結果であった。子どもの学部と免許保有の有無において

は、Kohara, Han, Kwon et al.（2015）の研究でも障害児の授業成果に影響を与える要因で

あると報告しており、先行研究と一致する結果が示された。 

一方、本研究では教師性別と通算教職経験年数が障害児の心理・生理・病理面に影響を与

える要因であることが明らかになった。本研究の女性教師の比率は、男性教師の約 2 倍に達

することから女性教師の占める割合が多いことがわかる。Cowen, Underberg & Verrillo

（1958）の報告によると、女性は男性よりも障害児・者に対し、好意的な態度を示すと報告

していることから、障害児の心理・生理・病理面に対しても女性教師の影響は大きい可能性

がある。しかしながら先行研究では、教師性別による知的・重複障害児の心理・生理・病理

の影響に関する研究はほとんどなく、この結果は偶然的に出た可能性も考えられる。通算教

職経験年数に関しては、渡辺（2012）によると男性教師は経験年数の増加につれて障害児の

指導方法の悩みが少なくなる傾向があり、女性教師は経験を積むほど児童の発達段階を考慮

するようになると報告されている。本研究では、教師の性差と経験年数の差による違いを比
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較していないため一概には言えないが、少なくとも教師性別と通算教職経験年数は、知的・

重複障害児の心理・生理・病理による授業成果に影響を与えていると考えられる。今後の課

題として経験年数別や教師の性差による知的・重複障害児の心理・生理・病理面の授業成果

における影響を調査する必要がある。 

以上のことから、本研究では知的障害児および重複障害児の心理・生理・病理的側面にお

いて子ども学部、免許保有の有無、通算年数、教師性別が影響を与えており、授業成果とし

ても現れやすいことが明らかになった。今後は知的・重複障害児以外の障害児に対しても分

析を行う必要があると考えられる。 
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Relationship between Psychological Evaluation 
and Physiology and Pathology on Educational 
Outcomes of Intellectual and Multiple 
Disabilities Children 
 
 

Minji KIM 1) Chaeyoon CHO 1) Natsuki YANO 1) Masahiro KOHZUKI 1)*  
 

1)  Graduate School of Medicine, Tohoku University  

 

ABSTRACT 
 

Recently, educational activities considering the aspects of quality of life(QOL) are 

required in special needs education for children with disabilities. It has not yet been 

clarified about the effect on educational outcomes due to differences in the type of 

disability of the student. In this study, we used Special Needs Education Assessment Tool 

(SNEAT) which is a tool for evaluating the educational outcome of the classes on children 

with disabilities to determine factors affecting aspects of psychology, physiology and 

pathology for children with intellectual disability and children with multiple disabilities. 

Especially we investigated the influence factors focusing on the physical functioning and 

mental health which are two of 3 domains of SNEAT. As for the factors affecting the 

physical functioning score and the mental health score, four factors were clearly 

identified: the student’s grade level, the teacher’s possession of a special teaching 

certificate, the type of disability of the student, and the sex of teacher. This result 

indicated that these factors influenced psychology, physiology and pathology for children 

with intellectual disability and children with multiple disabilities and were found to be 

more likely to appear as educational outcomes. 
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